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またぞろコンプライアンスの欠如と

しか考えられない事件や事故が世間を

騒がせている。その中には、もっと根

元的な倫理観の欠如をも感じさせるも

のも多い。企業の社会的責任の重要性

が言われて久しいにも関わらず、日本

社会の実態は何も変わっておらず、新

経済主義の進行は更に事態を深刻なも

のにしている。

有名食品会社の「不二家」における

食品衛生管理の欠如は、社内からの指

摘によって実態が暴かれることとなっ

たが、経営幹部の認識の甘さは今後市

場からの厳しい糾弾によって、企業そ

のものの存続問題にまで発展すること

は間違いないであろう。雪印事件の記

憶が新しいにもかかわらず、すべてに

コストを優先し顧客を裏切ったツケの

大きさを思い知らされるに違いないだ

ろう。また、この事件を追及し批判の

先鋒であったマスコミにも不祥事が発

生した。それはフジテレビ系列の関西

テレビが企画編集していた番組、「ある

ある大辞典」における事実の捏造・歪

曲報道である。全国のスーパーマーケ

ットの棚から「納豆」が消えるなど、

今更ながら視聴者の行動には驚かされ

るが、番組の性格からしてその裏切り

行為は、一テレビ局の問題として片づ

けてはならない問題である。清濁併せ

呑むことも時には必要であることは承

知するものの、過去の事例に学びのな

い事件・事故の続発は、競争至上主義

や利害を優先する社会の世相を反映し

たものとも言える。

一方、政治の世界でも同様の不祥事

が起きている。本年１月以降、定率減

税が全廃され、９月からは厚生年金の

保険料アップが予定されるなど、国民

に偏った負担を背負わせる政治が続い

ているが、安倍政権は本間正明前政府

税調会長、佐田玄一郎行革担当相が不

祥事で辞任するなど、舵取りもままな

らない状態となっている。その上、伊

吹文明文部科学大臣に代表される事務

所経費の政治資金計上問題は、法的に

は許容されるやり方とはいえ、国民か

ら見た政治への信頼を毀損する根の深

い問題である。そもそも政治資金が税

金から拠出されるようになって相当な

時間が経過した現在においても、領収

書もないままに計上を許される会計シ

ステムの存続は、到底理解できるもの

ではない。

定率減税はデフレ不況下の平成１１年、

当時の小渕内閣が景気対策として導入

したものである。所得税で税額の２０％

（上限２５万円）、個人住民税で１５％
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（同４万円）が控除になっていたが、所

得税は１月から、住民税は６月から全

廃されることになっている。連合の影

響額試算によれば、年収７００万円の家

庭（夫婦・子供２人）で４万１０００円、

来年には４万８４００円もアップするの

である。経済アナリストの森永卓郎氏

は、定率減税の解除条件は景気の回復

と税制の抜本的改革と明記されていた

ことからして、そうした事実がないま

まの断行は法律違反であると断じてい

る。

一方、本年１月２５日から開会される

通常国会では、労働時間法制、労働契

約法、最低賃金法、パート労働法、雇

用対策法、雇用保険法等の改正案が上

程されることになっている。安倍首相

は１月１６日の記者会見において、ホワ

イトカラーエグゼンプション制につい

ては、国民の理解が得られていないと

し上程見送りの意向を表明した。しか

し、これは制度そのものの導入を断念

したものではなく、あくまで参議院選

挙を睨んだ対応であることに留意して

おく必要がある。また、こうした法制

改正に当たっては、その前段に審議会

が配置され公労使それぞれの代表委員

による検討経過をもつだけに、国会で

もそうした議論経過を十分に踏まえた

審議が望まれる。

いずれにしても、様々な事象に対し

てわれわれ自身が強い関心をもち、お

かしなことは許さないとの国民意識を

持つことが社会安定の最大の柱である

ことを自覚し合いたい。

社会を反映する
不祥事や事故の連続
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◆今号の特集では、「ものづくり現場から若者雇
用を考える」を取り上げた。昨年10月末に同様の

テーマで開催した政策セミナーの講演・報告のエ
ッセンスを各講師・報告者の方に執筆いただき、
掲載した。それに加えて、三菱重工労組名航支部
と関東自動車労組岩手支部にご協力いただき、現
地取材を行い、インタビュー形式で、現場の人事
担当者や組合役員、そして、当の若者労働者の方
に直接インタビューを行い、その内容を載せた。
今、ものづくり現場で働く若者は、ものづくりに
ついてどう考えているのか、働きがいはどんな時

いた風力発電用
の風車は、もと
もと三菱重工長
崎造船所で開発
製造しているも
のを、2006年10
月から本牧工場
でも生産を開始
し、増産体制に
入っている。
風車は、翼

（ローター）とそ
れを支える支柱
（タワー）、そして、
ローターとタワ
ーの接続部分に
位置する風車の
心臓部であるナセルの３点から成っている。ナ
セルには、翼を回転させて電力を起こす発電機、
増速機、主軸、制御装置などが格納されている。
本牧工場では、主力製品である風力発電機
MWT-1000Aの心臓部ナセルを製造している。
表紙イラストは、３本の翼を連結するローター
ヘッドを加工している作業工程である。長さ
30m近い翼と主軸との接合部分を支えるロー
ターヘッドは、重要部分であり、ボルトの一本
一本にも慎重さが求められる。また、特に技術
を要する工程は、ナセル内部の発電機と増速機、
主軸受けと主軸を貫く部分を一直線に固定する
作業工程であり、寸分の狂いも許されない高度
な技術が要求される。
製品のほとんどは、工場の岸壁から船で運搬
される。高速道路で10分くらいのところにあ
る金沢工場には、本牧工場の主力製品である
MWT-1000Aの上位機種に当たる2.4MW機の実
証機が、実際に稼働しているとのことなので、
高橋支部書記長に車で案内していただいた。
風車と言っても、並みのサイズではない。三
枚の翼の各長さは45㍍、直径は、92㍍近くに
もなり、支柱の高さは70㍍もある。横浜ラン
ドマークタワーの前にある大きな観覧車がすっ

ぽり入ってしまうほどとのことである。
残念ながら、ちょうど三菱マークの形で運転
は休止中であったが、近くで見ると、とてつも
なく巨大で、写真に入りきらない。車で構内の
少し離れたところまで行ってもらい、ようやく
カメラに収まった。
この風車は、風速３㍍以上の風が吹けば、翼
を回転させ、発電できる構造になっているとの
こと。しかもコンピュータ制御によって、もっ
とも適切に風を受ける方向に翼の向きを変えら
れるように設計されている。また、風速25㍍
以上になると止まり、待機状態になる。風車自
体の構造は風速70㍍の暴風にも耐えられるよ
う設計されている。
風車を製造している本牧工場の壁には、「横
製に生まれた新しい風！」、「自ら変革し、自ら
前を向き、明日に輝く横製を築こう」とのスロ
ーガンが。まだ、スタートしたばかりの横浜の
風車部門であるが、今まで培ってきた技術と抜
群のチームワークで、たくましく明るく働いて
いる姿が印象的だった。（美）
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基幹労連―
三菱重工業横浜製作所

に感じるのか等々聞いてみた。
◆『若者はなぜ３年で辞めるの
か？』という本が話題になっているが、
どっこい、今回訪問したものづくり現場の若者労
働者は、そうではなかった。３人の若者労働者は、
それぞれものづくりへの情熱と夢と働きがいを持
っていた。これからの日本のものづくり産業を支
えてくれる若者労働者にエールを贈り、みんなで
育てていきたいものだ。（美）

今回は、三菱重工業横浜製作所を訪問し、こ
れからのクリーンエネルギーとして有望視され
ている風力発電用の風車づくりの現場を見せて
頂いた。
横浜製作所の歴史は古く、設立は明治24年

（1891年）の(有)横浜船渠として船舶修理業を
始めたことに遡るから、115年の歴史を持って
いる。その後、新造船、機械製品に進出し、昭
和10年三菱重工業と合併した。昭和41年本牧
工場を新設、昭和57年に横浜市の再開発事業
“みなとみらい21計画”に協力するため、明治
以来の横浜工場を本牧工場とさらに新設の金沢
工場に移設した。そして、所名も昭和58年４
月に横浜造船所から横浜製作所に改称した。
「みなとみらい21」の玄関口にそびえる横
浜ランドマークタワーの敷地内には、今もその
名残がある。日本に現存する商船用石造りドッ
クとしては、もっとも古い「旧横浜船渠第2号
ドック」を復元して生まれたのが、今若者に人
気のある音楽コンサートやコミュニケーション
スペースとして利用されている「DOCKYARD
GARDEN（ドックヤードガーデン）」である。
また、横浜製作所の史料コーナーを見せてい

ただいたが、横製ゆかりの
文学者として、吉川英治氏
や内舘牧子さんらの写真や
生原稿のコピーが展示され
ていた。
横浜製作所は、その時代
や社会のニーズに応じて、
事業構造の転換を繰り返し
てきており、昭和55年に
は歴史ある新造船から撤
退。そして鉄構製品、原動
機、環境装置、修繕船を主
力とした事業へと発展を遂
げてきた。
今回、見学させていただ天空に三本の翼を広げる風車


